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　Rustは安全性を追求するために，従来言語と比較
して厳格な言語仕様を採用しています．ここでは，厳
格な点とその理由について解説します．

変数の命名規則

　Rustではローカル変数をスネーク・ケースnum_
gpio_arrayの よ う に 命 名 し ま す． こ れ を 例 えば，
numGpioArrayなどのように先頭が小文字のロー
ワ・キャメル・ケースで付けると，図1のようにビル
ドの際にワーニングが出ます．
　Rustでは，基本的な命名規則として，RFC 0430と
いう定義があります（1）．このRFCは，Rustのコミュ
ニティが管理しているものです．一般的に知られてい
る，ネットワーク系の規則が書かれているRFCとは
異なります．
　命名規則表を表1に抜粋します．表1を補足すると
次のようになります．
アッパ・キャメル・ケース：NumGpioArrayのよ

うに，単語の先頭が大文字
ローワ・キャメル・ケース：numGpioArrayのよ

うに，先頭以外の単語の先頭が大文字
スネーク・ケース：num_gpio_arrayのように， 

アンダスコアで区切る．普通小文字を使う
C言語では，どのシチュエーションで何を使うかは，

ある程度決まってはいるものの，運用はプログラマに
任されていました．
　RustではRFC 0430に従っていない変数名にはワー

ニングを出すことによって，プログラムする人が変
わっても命名規則を遵守でき，統一性のあるコードを
書けるという流れになっています．

文字コードはUTF-8

● 処理系における文字コード事情
C言語の場合，文字コードは，基本1バイトで表せ

るASCIIコードです．日本語を使う場合などの拡張
された文字コードはコンパイラによって異なりまし
た．少し前はWindows用Visual Studioだとだいたい
シフトJIS，Linux用だとだいたいUTF-8，というよ
うに異なっていました．
　Rustの場合，何もしなければ文字コードは常に
UTF-8です．
　試しに，外部エディタを使ってシフトJISで書いた
lib.rsを，SOLID-IDEでビルドしてみたところ，

図1　変数が命名規則に従っていないときに発生するワーニング

ワーニングが発生している
アイテム 規　約

クレート スネーク・ケース（例：snake_case．た
だし1単語が望ましい）

モジュール スネーク・ケース

Type アッパ・キャメル・ケース 
（例：UpperCamelCase）

トレイト アッパ・キャメル・ケース
列挙型 アッパ・キャメル・ケース
関数 スネーク・ケース
メソッド スネーク・ケース
General
コンストラクタ newまたはwith_more_details

Conversion
コンストラクタ from_some_other_type

ローカル変数 スネーク・ケース

静的変数 スクリーミング・スネーク・ケース 
（例：SCREAMING_SNAKE_CASE）

定数変数 スクリーミング・スネーク・ケース

Typeパラメータ コンサイス・アッパ・キャメル・ケース，
通常は大文字1文字のT

ライフタイム short, lowercase: 'a

表1　命名規則表の抜粋
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